
 

 

＜大津市：駐車場案内システム＞ 
施策名 駐車場案内システム 

取り組みの背景 
地域の交通環境問題 
行政・市民ニーズ 
交通基盤シーズ 

など 

背景 1：中心都心活性化の必要性 

背景 2：駐車場利用の平準化・効率化 

背景 3：交通渋滞の緩和 

目的・ねらい 

目的・ねらい 
対象交通 
など 

●目的・ねらい：効率的な駐車場利用の促進と交通の円滑化を図る。 

●対象交通：中心市街地（浜大津）周辺 

取り組みの経緯 
経緯・熟度 

など 

平成７年１０月に「浜大津周辺駐車場案内システム推進協議会」を発足。 

平成８年３月に「浜大津周辺駐車場案内システム整備計画調査」を実施。 

平成１０年度に事業着手、平成１１年４月から供用開始。 

主体・広報・費用 

実施主体 
検討組織 

広報ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
費用負担 

など 

●実施主体：浜大津周辺駐車場案内システム推進協議会 

●検討組織：建設省（当時）・滋賀県・大津市・警察・駐車場協会・商工会

議所・学識経験者 

●広報： 

●費用負担：設備は、国・県・市が負担。 

      維持・管理に関する費用は大津市が負担。 

 



 

 

 
以上 

都道府県市名 ： 滋賀県大津市 
担当部局名  ： 建設部交通政策課 
 

実施概要 
対象地域 
実施日時 
施策内容 
など 

●対象地域：大津市浜大津周辺 

●実施日時：  

●施策内容：ブロック案内板（４基）の設置 

      地区総合案内板（１１基）の設置 

      個別案内板（９基）の設置 

      補助案内板（３１基）の設置 

      中央コントロールセンターの設置 

効果測定内容 
測定内容 
効果把握 
など 

●効果測定内容：将来の駐車需要及び交通動線 

●効果把握結果：  

 ・将来の整備台数の予測と、対象駐車場の選定。 

 ・対象地区の道路網上の流動。 

取組上の課題 
合意形成 
費用負担 
など 

課題 1： 対象範囲と対象駐車場の検討 

課題 2： 提供すべき情報の内容 

課題 3： 整備主体及び管理運営主体 

その他特記事項 

今後の方向性 
地域指定 等 

 

 


